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8．新しい環境保全林形成における課題

　本田技研工業株式会社の各地の製作所，研究所における「ふるさとの森づくり」の実例につい

て考察されてきた。これからの「ふるさとの森づくり」についての問題および新しい環境保全林

形成の課題として以下の諸点が考えられる。

　1）　マン　ト群落

　各製作所，研究所のサイト周辺の境界環境保全林や構内の構内環境保全林が地域住民や社員と

日常接する道路，空地，グラウンドなどの接線沿いには，離縁群落の形成が望ましい。　「ふるさ

との森」としての環境保全林の構成樹種は，将来冬も緑の高木林を形成させるために各地の潜在

自然植生の主木が選ばれている。しかし，マント群落；Mantelgesellschaftとよばれる離縁群落

は，ふるさとの森の本体の保護群落である。同時に森と人との接点に位置し，ふるさとの森全体

の中ではもっとも身近かな植生帯である。したがって，森のふちどり群落として森林内に無用の

直射光や風が入らない，森の落葉などが，人間の直接利用する道路などに吹き1」」さないなどの保

　　　Fig．121，マント群落を配置した環境保全林。植栽後4年目

　　　　　　　　　（狭II．【工場　1981年5月）。

Umweltschtzwald　mit　Mantelgesellschaf亡，4Jahren　nach　der　Pflanzung（Mal　1981，

Fabrik　Sayama）．
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護機能を果す。また人山サイドからは，ツツジ類，トベラ，シャリンバイ，サザンカなどの花木

による修景，美化の役割も果たし，各製作所，研究所でも逐次整備されて，多様なマント群落機

能を果している（Fig．121）。

2）　植栽後の集約的管理

　各製作所，研究所の「ふるさとの森づくり」の植栽後の管理はきわめて集約的に行なわれてい

る。新しい環境保全林「ふるさとの森」づくりの大きな課題の一つに植栽後の管理作業の短縮化

があげられる。管理期間をより短縮化するために，管理体制を充実し，作業を集約的に行なった

結果，植栽後3年目には，すでに管理作業を停止することが可能であった。従来の緑化工事では，

植栽工事に比べると，初期の管理面に対する配慮はきわめて低い。植裁後の管理作業を集約的に

行うことにより，2～3年に短縮され，しかも多様な機能をあわせそなえた本物の森林に，より

短期間で発達する。従来軽視されることが多かった初期の管理作業を，新しい環境保全林形成に

おいては，植栽工事と同様に重要視し，集約的な管理体制を確立することが望まれる。

3）　ポット苗の育生

　「ふるさとの森づくり」のような大規模な環境保全林を形成するためには大量のポット苗が必

要になってくる。しかも，今團の「ふるさとの森づくり」のように，各製作所，研究所が同時に

行なわれる場合，ポット苗の調達が当時困難であった。従来，ポット苗の生産量は少なく，しか

も実生からポット内において育生した本物のポット苗はきわめて少量である。多くのポット苗は，

2～3年生苗をポットに移植し，その後ポット内において3ケ月～半年間育生した，いわゆるポ

ット化苗である。生態学的，植物社会学的研究を基礎とした新しい環境保全林形成の大きな特徴

は，管理期間がきわめて短く，しかも，より多様な機能をもった森林を短期間に形成することで

ある。そのためには表層土，樹種，ポット苗などの使用材料の吟味が重要になってくる。集約的

な管理を行なっても，客土あるいはポット苗などの使用材料が不良であれぽ管理期間も長く要す

ることになる。新しく環境保全林を形成する場合，計画から着工まで3年以上の期間があれぽ，

ポット苗の自家生産，あるいは生産業者に計画的に委託して生産するなどの方法が講じられる。

このような手段でポット苗を生産すれば，一時的にポットに入れたポット化苗あるいは不良ポッ

ト苗を使用することなくして健全なポット苗を使用して理想的な環境保全林の形成が行なわれる。

4）　土　づ　く　り

　「土づくり」においても同様である。表層土の土壌形成の良否によるポット苗の植栽後の生育

の状態は，環境保全林形成の上で管理期間を長くするばかりでなく，森林の発達をも左右する。

ポット苗に限らず表層土などの材料は最良のものを使用することが環境保全林をより短期間に，

しかもより多様な機能をもつ森林を早く形成することが可能である。同時に砂礫や有機物が十分
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混入したマウンド形成によって，土壌の排水を完全にすることが前提である。降雨後の溜り水，

高い地下水位のままでの過湿土壌での常緑広葉樹による環境保全林の形成は決して望めない。本

調査対象地では，すべて排水は良好で過湿の問題はほとんど出てこなかった。

5）　修景緑地と環境保全林の組み合わせ

　正面玄関で試みられた環境保全林と修景緑地との共存は，これからの新しい環境保全林形成の

上で重要な課題である。今Eiまで，工場緑化や都市緑化においても，表面的な修景や装飾美化だ

けを冒的とした緑地が多くみられた。このような緑地では，本来の森林の有している多様な機能

を十分に果たすことは園難であり，一面的な機能しか期待できない。一方，新しい環境保全林に

おいては，森林のもつ多様な機能を十分発揮することができるが，一時的，表面的なはなやかな

美化の表面的な効果は少なくなってくる。自然林に近い森林は環境保全，災害防止などの緑のも

つ本来の効果は十分果たすことができる。反面，いわゆる緑地にみられる修景などの美的効果は

少ないという見方もできる。本来，日本庭園，洋風庭園の多くは，背後および周辺に自然林や自

然に近い森林が存在し，その前面に作庭されている。このような森林と庭園の共存を新しい環境

保全林形成に際して，大いに参考にすべきであろう。工場緑地や都市緑地においても，環境保全

・塾一、、

1；霧瓢

雛難

纂灘

識蒙鯵窪1・言謬㌧磁・1。、ジ．・♂二・．：三碧謬豪固

　　　　　　　Fig．122．自然林（イノデータブノキ群集）を背景にした

　　　　　　　　　　　　庭園の修景美が調和している例（横浜市三渓園）。

　　NaturnaherWalddes　Polysticho・Perseetum　thunbergii　schlleBtslch
　　harmonisch　an　eineln　lapanischen　Garten　an（Sankei－en，　Yokohama）．
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　　　　　　　Flg．123　境界環境保全林の形成と発達i模式（マゥソド植栽）。

Schematlsche　Darsteliung　der　Pflanzung　und　der　Entwlcklung　von　Umweltschutzwaldern

auf　elne狙Damm
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林の形成をまず完全に行う。次いで修景や慰安を目的とした緑地も構内や個人の庭，住宅地の中

に小面積でも併設するとよい。しかも，環境保全林にも道路など直接人々の接する林縁沿いに多

彩なマント群落を形成して，修景美化的配慮も行う。また空間に応じた修景・保養緑地の併設に

より，畿内への人間の侵入が少なく，環境保全林が入為的に破壊される危険性は少なくなる。既

存の工場では，環境保全林と修景・慰安緑地を併設するには空間が限定されているために多くの

厨難がともなう。しかし，そこで働く懇々やその地域に住む総々にとっては，環境保全林と同様

に環境保全林と修景，保養緑地とを空間的に許される範詳覧で適切に併設することも好ましい。

しかも，各々の緑地が孤立して存在するのではなく，互いにつながりをもって共存する対象地域

全体の有機的な生態学的な森林公園的緑地の形成が必要とされる。

6）　環境保全林に伴う問題

　新しく形成され，そして生長した環境保全林は森林としての多様な機能を発揮し，その森林の

もつ価値は高い。反面，部分的には今日の世相では多少の考慮をされなければならない点もある。

たとえぽ，密集地のように限られた空間に環境保全林を形成した場合，隣接する工場建築物や周

辺住宅を日陰にし，iヨ照に関する問題も考えられる。また生長した樹木が建造物と接している弓

懸掌編

ぎ

・蕗、

躍・

婁罫
　r　r　、

　　　題

懲撫
蕪蒸臨

Fig424　シラカシを植栽し，レクリエーション広場とく庵り”の組み合わ

　　　　　せにより人々の憩いの場を形成している成功例（群馬県民の森）。

Als　Vorbild　kann　ein　alter　Streifen　von　Q～’8蜘5〃りη智～〃α《1b♂～α一Wald　in　einem

Erholungsgebiet（Pr琶fektur　Gunma）d董enen．
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合などには，強風時，建築物に多少の影響を与える可能性もある。その他隣接地への落葉など各

種の問題が，環境保全林が生長するにしたがい発生することが予想される。しかし，このような

多少の配慮や時々の対応で十分解決できる問題を環境保全林，ふるさとの森の果す本質的で多様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つの　　　た
な機能と同じ尺度で論議したり，森の伐採などのいわゆるくく角を矯めて牛を殺す”愚を冒さない

知性がすべての人に望まれよう。

　人間の持続的な生存環境の保障，文化の基盤として多様な機能を持つ森林の発達に伴い生物社

会の秩序に沿って，企業も地域住民も多少の我漫を伴っても，より健全な生き方についての共通

の理念づくりの努力がされなければならない。同時に人間が生存する上での，もっとも重要な生

態的なより良い環境を将来にわたって確実につくるためには，たがいに小さな問題もきめ細かく

相互に十分な話し合い，共通の理解のもとで解決されなけれぽならない。このような企業，行政，

地域住民も含めた，すべての機関や人たちの生きのび発展するための相互の協力，努力も環境保

全林形成の上で，これからの課題となる。

　Fig．4，　Tab．5に本報で示された環境保全林，保全緑地形成のため基礎指針が簡潔に示された。

またTab．1～4に環境保全林形成に使われる主要樹種が示されている。
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　Tab．1　本田技研工業株式会社熊本製作所構内における植栽可能種一覧

Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f廿r　die　Anlage　von　Umweltschutzwalderll

von　Kumamoto・Fabrikgelande　der　Honda　Motor　Co．，　Ltd．

＼＼．階層Sch’chtp
耀蕪。，，，i

　　　高木類（環境保全林主木）

Hochwachsende　Baume　fUr　Umwelt－

schutzwalder，　Hecken　u．　a．

シラカシ群落
Qκ81τz‘52πツノ’5∫ノzα（プbZガα一

　Gesellschaft

シラカシ

アラカシ

ウラジロガシ
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イチイガシ

コジイ

スダジイ

　低木類（マント群落）

Straucher　（Mantelgesellschaft）
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（水質浄化．作用を果たす草本植物Krautpflanzen　f菰r　die　Wasser－Reinigung）
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　Tad．2　本田技研工業株式会社鈴鹿製作所構内における植栽可能種一覧

Obersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f員r　die　Anlage　von　Umweltschutzwaldem

von　Suzuka－Fabrikgelande　der　Honda　Motor　Co．　Ltd．

i㌦　　　階層Schicht
l
i立地図凡例
iL・g・・d・d・・　一
i　Standortskarte　　　　、＼＼

　　　高木類（環境保全林隅木）

Hochwachsende　Baume　f茸r｛Jrnwelt，
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　　　　　　　　　　　　　　　　…
ミミズバイースダジイ群禦スダジイ
　　　　　　　　　　　　　　　　…

Symploco　glaucae・i
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　
C・・tan・P・i・t・mlコジイ

・三・b・1dh　　にラカシ
　　　　　　　　　　　　　　　　トタブノキ

　　　　　　　　　　　　　　　　レ・・キ

　　　　　　　　　　　　　　　　i9ヤブニッケイ

　　　　　　　　　　　　　　　　…イスノキ

　　　　　　　　　　　　　　　　i。。モモ

　　　　　　　　　　　　　　　　……舛ガネモチ

　　　　　　　　　　　　　　　　｝ヒメユズリハ

　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　低木類（マント群落）
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α・〃～α〃～・’〃〃ノぼα〃ψ1～．oプαi

c／4ρoπ～α‘〃呂　　　i

漉。傭8α58ノー！ごατ　　…

／Z8諾プ0〃〃～読Z　　　　　　　　［

！）‘4》んπψノLツ必θ1’　　　　i

　　　　　　　　オ6り5〃～α〃〃μ　i

ヤブツバキ

サザンカ

ピサカキ

サンゴジュ

ネズミモチ

キンモクセイ

　イノデータブノキ群集

iPQlysticho－
Perseetum
ithunbergii

　　　タフノキ

クスノキ

ヤブニッケイ

シロタモ

クロガネモチ

ヒメユズリハ

カナメモチ

マサキ

トベラ

シヤジソパイ

ウバメガシ

ツツジ類

クチナシ

磁〃～4〃βノψ0／ZガαZ

C．5α∫αη（1κα

Ez〃ツαノ砂・競α

y必〃一刃〃ノβατ¢・α5読’

L！9κ5伽〃り‘ψoπ∫c～研

0∫〃zαη砺4∫
　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　α〃・α“’ごαご～45｝

鐸・・’卿・伽．i
E♂ωノリ・〃呂z‘5ブ＠・〃1α‘∫　i

川漁脇伽l
Rん砂励♂ψ5Z〃〃ろ〃‘τ彦α

Q一・・ρ助一・姻
Rゐ。面6あπφ膚。πSPP．　　　i

G・1伽’・ノ磁・・ガ漉・i

f．9・認伽u　　l

タチヤナギ群集

Salicetunl

　　　　　subfragHis

｛・チヤナギ

Jワヤナギ

：コゴメヤナギ
…アカメヤナギ

…ヤナギ類

…不ムノキ
．．．．＿＿

＆漉r∫吻〉’αg～々5

3．9～～9～α〃α

5．∫oノ働’∬αψ・々α

5．6んα8ノ～0〃～♂ZO’漉5

52z♂かぼ　SPP．

AZろ∫加ノ～．’♂め18∫∬～〃

ネコヤナギ　　5α々エ91「α6読5砂♂α

イヌコリヤナギ
5ゴノ～‘89”α

ヨシ堵洋落　　／ヲ1プα9ノπ滝85

α～45’1一αZ∫∫一GeseUschaft

iヨシ

iマコモ

！ガマ

・ヒメガマ

迎～”αg〃庸5α～‘∫”8α♂ど∫

Zムごαノz’αZζz凝ノわ々α

乃少1zα♂α診卿Z～α

Tα〃g♂‘勲’α

轡i

　i
　…

　…

　…

唖一：

水質浄化．作用を果たす草本植物

Krautpflanzen　fUr　die　Wasser－

　　　　　　　　　　　　　　　　　Re玉nigung

iセリークサヨシ群集

　OenanthQ．Phala、

ridetumarundi－
　naceae

iクサヨシ
i。シ

　アゼスゲ

iカサスゲ

r7zαzα1ゼ∫α1－z〃z4∫παc8α

飢1’α9〃漉β∫伽∫彦ノ滅∫

cαrOjじ’ん～〃めθノ習が

Cαノ¶8∬読吻Zα彦α

i
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Tab，3本田技研工業株式会社浜松製作所構内における植栽可能種一覧
ゆ　コ

Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　die　Anlage　von　Umweltschutzw註ldem

von　Ramamatsu－Fabrikgel甑de　der　Honda　Mo亡or　Co．，　Ltd．

階 層 Sch玉cht

槙栽可能種　　　Geeigneten　Arten　f蔦r　Pflanzung

高木類（環境保全林主木）

Hochwachsende　Baume　f践r　Umweltschutz．

walder，　h6here　Hecken　u．　a、

低木類（マント群落）

Straucher　（Mantelgesel｝schaft）

スタジイ

コジイ

シラカシ

アラカシ

イチイガシ
　　　　さマテバシイ

　　やタフノキ

クスノキ

ヤブニッケイ

イスノキ

クロガネモチ

モチノキ

ヤマモモ

　　　　　　ヒメユスリハ

クロバイ

Cα伽ノ砂5ガ5α若吻伽αvar．∫ど輝輝～

C．α‘吻露α

Q～48ア’α6∫〃～ッノ’5加α・プb磁

Q．9♂α躍＝α

Q．9伽α

姦∫αノz∫α8ぬ」ゼ5

凸ノ僧∫ωぬ〃めd1召・だ

αノηzα〃20ノπ・〃μ6α〃ψ1z・ノ・α

C．ノ砂0π∫α〃μ

z）ガ5ら伽〃露鷹8〃～・∫己〃ノ♂

π雌ザ。甜π磁

π8£∫ノz’89ノ’α

Mツ1ゴごαη‘ゐノ’α

1）ψ〃ゆ1～ツ♂Z・〃ノ犀εび5ノ〃α・〃漉

⑤y妙z・ω∫ρノ‘・〃zぴb♂～α

　　　　　　　　　　　　ロ

ヤフツパキ

サザンカ

カソツバキ

ビサカキ

モッコク

サンコシュ
へ　　　　　　　　　コ

不スミモチ

キンモクセイ

カナメモチ

マサキ

トベラ

シャリンパイ

ウバメガシ

ジンチョウゲ

アベリア

サツキ

ツツジ類

シャシャンボ

クチナシ

C【〃〃～♂々αノ妙。／zf（〕α

c．5α∫α・zg‘‘α

C．5α∫αノzg～4αvar．1zゼ8ノ〃α♂お

E～〃ツαブ‘4）0π∫ごα

7セηz∫’ノ’・8〃磁9ツノノ〃～α〃‘βノーα

v翫〃フz～〃παzびαう～‘々’

ムガ9κ5’1’Z〃μブ昭）0／2∫α〃〃

05〃’α漉1㍑∫α～びαノ漉ααω

習ZOオ〃Z∫α9♂α6ノーα

E～ω1zy〃銘6∫ノ昭）0πガα‘∫

R’ご’卿0／Wノ犀・ろ’ノ・‘Z

RIZψんガoZ（ψど∫～〃〃ゐεZ♂α’α

Q∠昭ノ’α‘∫ρん躍らノ1一αθ0’漉5

エ）砂1zπθ・面一α

茄8磁91’απ聯・ノ・α

RILO4∂漉π漉・o／z∫ノz読α‘〃～

∫～ん06旋）読～ηo｝’oπ　SPP．

％ご6∫π∫z〃π　ゐノーαα18α’ε‘〃，

Gα・’漉π切α5・伽・ガ漉・f．9・・α・・聯…α
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Tab．4　本田技研株式会社埼玉製作所狭山工場，和光工場，和光研究所，朝霞研

　　　　　究所，栃木グルービング・グラウンド構内における植栽可能種一覧

　　Ubersichtstabelle　der　geeig肥ten　Arten飴r　die　Anlage　von　Umweltschutzwaldern

　　von　Sayama一，　Wako－Fabrikgelande，　Wako－und　Asaka一王nstitut．

階層Schicht

　　　　　　　i

場　所Ort｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

和光工場，和光研究所および朝霞研究飯

Wako．Fabrik　Wako－u．　Asaka　Institut　i
　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

狭山工場および栃木フ．ルービング・

グラウンド

Sayama－Fabrik　u。　Tochigi－Proving

Grounds（猛onda－Pr菰fungsgelande）

1

高木類（環境保全林主木）

Hochwachsende　Baume
fUr　Umweltschutzw益1der，

h6here　Hecken　u．　a。

低木類（マント群落）

Straucher

（Mantelgesellschaft）

シラカシ

アラカシ

アカガシ

スダジイ

Qκ8ノ闇α∠∫〃’ツノ”5ガノzαゆ々α

◎gzαzκα

Q．αα‘‘α

Cα∫診αノ砂∫～∫α煙漁オα

　　　　　　　var．5∫εゐoZ漉f i

シラカシ

アラカシ

ウラジロガシ

ツクパ不ガシ

Q鮮α4∫ノノ姶η僧∫ガノ～α4b々α

Q．gz縦κα

Q．∫α砒’πα

Q．58∬躍⑳磁

　　　　　　　　　　　　ロ

　ヤフツバキ

サザンカ

iカンツバキ
iヒサカキ
i

1ネズミモチ
隔ソモクセイ
1

［ギンモクセイ

　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

。α”ぬノ砂。融　i
Cσ’〃磁α∫α5απgκα

C．∫α∫αノzgz6αvar．肋ノノZ誠

Ez‘ノ＝yαノ朔ρ0η沈α

ム∫9・’伽凋ψ・航・・〃’i

　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
。・・〃・1漁・・’微・・々・α・桐

0．ノ）¶α9’層αノ～∫　　　　「

ヒイラギ

イヌツゲ

サツキ

ツツジ類

アセビ

0．ん8孟6ノ’砂1妙ZZz‘∫

π8謬。ノ・8π碗α

R加4∂漉πゴ1－01z

　　　　　　　　　ゼπ読α〃π

Rん06～b6た1～訪‘o／Z　SPP，　『

君βrど∫ゴ砂0π∫Cα



138

　　　　　Tab．5　環境保全林，保全緑地形成のための基礎指針

Grundlageanleitung　f雌r　den　Aufbau　von　Umweltschutzwaldern　und　GrUnaniagen

感。諾購件
　　　bedingung

土

Boden

壌

実　　施　　項　　属

Anf蔽hrungsabschn玉tt
解 説　　　Erklarung

表層土の保全と復元
Lagerung　und　Aufbring－
ung　des　Mutterbodens

iマウンドの形成

iBildung　der　Damme

　母土壌となる表層土の確保と工事後のマウンド上への復元が

1必要

植物は湿りすぎよりやや乾燥状態の方が，人間が管理するた

めに生長が容易である。マウンドを築き，排水をよくする。

謙臨幽。認畿鐙無点1琴轡晶講1、朗朗灘
　　　　　　　　　　　　　を加え土壌を改良して環境保全林，保全緑地に利用する。

i植栽樋の齪　　降職一生あるいウ湘糊能立地の植生に適した構成種群
iFestlegung　de「anzupfla刑を鰍する・

izenden　Baumarten

陣　物
i　　Pf互anzen

i

苗木の選定

Festlegung　der　Setzlinge

良質のポット苗の使用。予算に余裕がある場合は大小混生さ

せて植栽することが効果的である。

E植栽方法
Anpflanzung

管

　　Pflege

理隊わら

lDeckstroh

1。5～3本／㎡の密植を行う。マント群落は周忌部0．5～0．8m
囎。おさえ3～、本／m離する．中心部は門地噸♂

た高木になる種を主体とし，3～5種を混生し植栽する。

極わら調靴どで植栽地の地面を繍う・・一・・g／㎡を

　櫟準的に用いる。植栽時およびその後，葉がうっ閉するまで

　の1～2年間必要。

陣肥
iO・g・・i・ch・D廿・g・ng

i

レ・一雌肥あるい賄機蹴鉾臨高輪と寒肥としての把

．月に行なう。植栽当初1～2年で葉がうっ閉するまでの期間
1　で充分である。

1かん水

1B・wasserung
1

i除　草

iJ翫en

i病虫害対策
iGegenmaBegel　zu　verte玉di－

igen　schadliche　Insekten

1

敷ワラなどによるマルチングが十分であれば特に必要ない。

植栽当初の乾燥時に必要に応じて行なう。

マルチングが十分な場合も雑草防ぎよが必要になるが，葉が

うっ閉するまでの1～2年で必要がなくなる。2月中旬に1

回あるいは，6月末と8月中旬の2回除草する。

・und　K，ankh。i、　d。，　Pfl。nzenl照）。

特別に樹勢が弱っている時以外は病虫害はない。花木などか

らの余波をうけやすい。受けた際に適宜対応する（本文参



　　　　　　　　Tab．6　環境保全林主要植栽樹種特性一覧表

Ubersichtstabelle　der　Eigenschaften　der　Arten　f廿r　die　Anlage　von　Unweltschutzw盗1dern

科評
　巨．

　涼

名

紹

8
暁

£

誌

樹　種　名

Arten　d．

　Baume

性　　　状

Baum－

　Typen

アカガシ常緑高木
Q％θノτ郡　　ImmergrUner

　αcκ∫α　　　　　Hochlaubbaum

イチイガシ
Qπ6ノ』cμ5

　9ゴんα

ア　ラ　カ　シ

Qμθ1℃μ5

　gzα躍α

シ　ラ　カ　シ

9〃βrα‘∫

η疋yノ下魏αψ漉α

ウラジロガシ

Qz4θκπ∫

∫α〃。’ηα

常緑高木
Immefgr伽er
Hochlaubbaum

常緑高木
ImmergrUner

Hochlaubbaurn

常緑高木
ImmergrUner

Hochlaubbaum

樹攣

誤三一喉

曙謙ロ

樹木の性格Carakter　der　Baume

煙筈昌

性

耐羅．盗i三芝
　‘σqI　　β｝
　　①．　　　ぐ》
長訂
　ε
度ヨ

成き号iく

弓弩撃：
移趣ゴ腎
植　　日7
難鳳訂
　　リドロ易　’叶

観賞Ausschm廿ckung

　　　中
20　　～　　中
　　　乾
　　　　1

30
中
～

乾
脳

中

25
中
～

乾

中

中 強

中

花

望

曇

や
や
難

中

i
I

や
や
難

実

宰

9
冥
①

○

○

葉

国
舞

興

○

幹

鱒
磐

日

速 難

○

○

○

○

姿

守

毒

璽：予く

　畠

　巴

30
中

～　　中
乾

強

鳥

開　鮫

三
門謎
δ邑

○

○

○

○

5

速 中

5

○

○ ○ ○ ○

○

常緑高木
ImmergrUner

I｛ochlaubbaum
30
中
～

三
白 中 中

や
や
難

○ ○

○

○ ○ ○

4

4

5

熟　即

果婁

蟻
δ邑

用　　途

Nutzung

備　　　考

Anmerkung

翌年

10

10

～

11

10

10

1

翌年
10

厭　観　樹中心樹～陰樹。

緩衝樹耐寒性が強い。
　　　　　植栽時期4～6月

爪　趣　樹風害に強い。

緩衝樹肥沃な深層土を好
　　　　　む。深根性

　　　　　南日本の沖積地か
　　　　　ら斜面下部で優占
　　　　　林を形成する。

悪　観　樹萌芽力旺盛。肥沃
　　　　　な深土を好む。

生垣用樹乾燥斜面にも強
緩衝樹総点、一、月．

厭趣樹中庸樹～陰樹。陽
　　　　　樹でもある。深根
　　　　　性
緩衝樹萌芽力旺盛。
高生垣用樹

取　観樹

緩衝樹

やや湿気ある肥沃

な深層土を好む。

植栽時期4～7月

耐寒f生力～強し、。

植栽時期4～7月

深根性
謎

b



ウバメガシ1常緑低木

α一・三論木
面面0幽1個月rg…er
　　　　　i・…laub・・um

スダジイ四緑高木
Cα∫伽oρ∫～511mmergrUner

α砂～伽αvar．　Hochlaubbaum
、凹凹　　l

　　　　　l

マテバシイ…常緑高木
R…〃～・・　iImmerg・Un・・

改メ～♂々5　　　　　　…｝｛ochlaubbaum

iタブ・キ常緑高木
動一　II－erg・・…

i繍㌔踊㎞b㎞m
l　　i

クスノキi常緑高木
Cf～〃zα〃～・〃”〃1～IlmmergrUner

　　　　　Iごα”伽α cHochlau1’baum

　　　　　…

5
～

15

20
～

30

中
～

乾
強　　強　　遅

や
や 02

中

～　強　　強
乾

速 易

　i

Oi ○

20
中

～　強
乾

強　　速 易

　i

　I
　…

　1010

30　　中　　強　　強 剛

i　　…

i！

ミ　　　ミ　　　　　　　　

10iOl∵
i　i　　　i
ii　　i

○

○

○

○

○

30　　巾　　弱 強 速 急口OiO ○

○

○

○

4～5

5～6

6

4

5～7

翌年
10～11

防災林生垣

刈込物
3」（趣樹

翌年1
10月

景　趣　樹

翌年
10

緩衝樹
生垣用樹

景観
防災
緩衝
防潮

樹

林

樹

樹

萎雛糊ミ
猟響町劇
姦欝発揮するi

萌芽力旺盛9

7

離樹～やや陰｝

萌芽力旺盛。

深根性であるが，
大木移植可能。
面諭で肥沃な深層…
土を好む。乾燥地．
にも二二い○

植栽時期3～6月．
ツブラジイ（コジ；
イ）もi司梼ミ。

車楽性がある。　　…

本来は九州鵬のi

皆響応㈱…i

灘欝「i

景趣
防潮
景　観

防火

樹

輝

輝

11～12

／l路樹
旨
趣樹

陽地でも育つ。

聯繋な幽
クスノキより耐寒；

性あり。深根性。

植栽時期3～6月。…

萌芽力非常に旧一
盛。

鄭りがあり潤i
姿が美しい。

適潤で肥沃な深層i

土を好む。



詫

8
勇

壽

海

＼

K

　器

　8
，．雪

蔦鼠
卑Σ
申

レ

ヤブニッケイ

Cか〃～α〃～oノ〃κノ〃

ノα／）0〃1α‘〃’

シ　P　タ　モ　…

八をoZ髭∫‘～α

．窟（〃ゴ6θα

常緑高木
ImmergrUner

H。・h1。ubb＿｛20

　　　　　　i

　　　　　　1
　　　　　　！

中　　　強　　　強　　　速　　　難　　一

常緑高木i
I＿。，g，資。。，i

薮。，hlaubbaum…！5

　　　　　　i

申 強 強　　速 難　一…○

　i
　i

OL
　i

　［

○

○

イ　ヌ　ガ　シ

バ南。々‘∫6α

‘πゾα4α’α

常　緑　高　木i
…lmm，，g，、ner　i

Hochlaubbaum…

5
～　　　　　　r手1　　　　　【斗＝r　　　　　弓亘ミ　　　　　三ヨ圭

！0
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お　わ　り　に

　本蟹技研工業株式会社の各製作所，研究所の新しい環境保全林形成，　「ふるさとの森づくり」

は第1期植栽工：事から6年が経過し，すでにほとんど全域が管理を必要としなくなり，本物の森

林へと生長を始めている。第4期，第5期植栽工事地域においても，今後1～2年の間に管理不

要となり，森林のもつ多様な機能を果たして行くと期待される。また，新しく「ふるさとの森づ

くり」が計画されている製作所，研究所では，これまでの経験を生かし，より理想的な「ふるさ

との森づくり」が行なわれることが望まれる。このような多様な機能をあわせもった森林「ふる

さとの森づくり」，新しい環境保全林形成が本置技研工業株式会社の製作所や研究所のみに限ら

ず，日本各地の工場緑化や都市緑化においても「ふるさとの森づくり」が行なわれ，各地の緑地

帯に本物の森「ふるさとの森」の出現が強く望まれる。ホンダの「ふるさとの森」は新しい時代

に対応して日本が世界に示す技術と，人間が生きている本物の緑のフィルターを通して共存でき

る実例として，時闘と共に確実に，広く各分野から評価されることであろう。

　終りに自動車産業界で最初に環境保全林の形成「ふるさとの森づくり」の重要性を認識し，全

社をあげて生態的な現地植生調査結果を基礎に実践されている本田技研首脳部の英断に敬意を表

したい。また本調査・研究，環境保全林形成の端緒をつくられた諸先輩をはじめ，「ふるさとの

森」創造を計画し，現在まであらゆる条件を克服され，積極的に努力された本甲ならびに各製作

所，工場，研究所の皆様の意志と持続的な強い実行力を高く評価させて戴く。現在，国際的にも

評価されている，生態学的な基礎に立った，ホンダ全社の「ふるさとの森」づくりのための現地

調査について御協力戴いた皆様に厚く御礼を申しあげたい。

　なお，本甲の生育状況の記録には「ふるさとの森プロジェクトチーム」の資料も提供戴いてい

る。御協力戴いた皆様にも感謝したい。
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　　　Zu　lener　Zeit，　als　die　japanischen　D6rfer　und　St巨dte　noch　Teil　einer　reichen　grt沁en

Landschaft　waren，　Init　bewaldeten　Hageln，　Reisfedem　und　Bauemh6fen，　genagte　es，　AIllage

und　Pflege　von　Gヨrten　als　eine　auBerliche　Versch6nerung，　dem　Schmuck　im　Inneren　des

Hauses　entsprechend，　zu　betrachten．　Selbst　damals　jedoch　waren（玉ie　Japaner　willens　und

energisch　t註tig，　einheimischen　Wald　zu　erhalteR　und　zu　schUtzen　in　Form　von　Schrein－und

Tempelwaldern，　Hofw組dem　und－einzigartig－als　Uganlo－Wald　von　Okinawa　oder　einen

Wald，　zu　dem　Gott　bei　Festlichkeiten　hinuntersteigen　soll．　Leider　war　die　erfolgreiche　Scha一

狂u且gdes∫ingu－Schreinwalds　von　Meiji　vor　60　Jahren　das　letzte　Beispiel　seiner　Art．　Dle

∫apaner　haben　es　seitdem　vers且umt，　einheimische　W註lder　aufzubauen；Au長orstung　ist　nur

zum　Zwecke　der　Nutzholzproduktion　betrieben　worden．　Es　sind　in　deR　letzten　6　Jahrzehnten

keinerlei　echte　einheimische　Walder　gescha長en　worden．　Traditionellerweise　sind　alte　japa－

nische　Garten　und　Parks　von　dichten，　mahrsch1chtigen陥ldern　umgeben，　welche　die　ein－

heimschen　Arten　der　betre長enden　Region　enthalten．　Diese　Walder　k6n飢en　selbst　in　der

Gegenwart　ausreichend　wirksam　sein魚r　den　Schutz　der　Umwelt．　Der　Umweltschutzwald

muB　heutzutage　an　den　Verkehrseinrichtungen　und　in　neuen　Stadten　und　um　diese　hemm

gescha任en　werden，　welche　in　Gefahr　sind，　zu“W菰sten”ohne　Gr甑zu　werden．　Am　drin－

gendesten　jedoch　sind　die　Umweltschutzwalder　in　Industriegebieten　erforderhch，　wo　sie　ihre

vielsei£igen　Wirkungen　entfalten　m践ssen．　Mit　Ausnahme　von　Hokkaido，　von　Zentral－und

Nord－Tohoku　und　von　H6henlagen　oberhalb　700～800　m　in　West－Japan　mit　scharfer　Winter－

kalte　sind　die　Arten　des　einheimischen　Waldes　immergr甑e　Laubbaume；sie　bauen　dieseH

Lorbeerwald　auf．

　　　Wie　durch　unser　letztes　Gutachten　bestatigt　wurde（Miyawaki　1977　a，　b，　c，　d）bilden　das

Polysticho－Perseetum　thunbergH　undandereGesellschaften，die　von∫）87・56α

読z‘ノz68rg露beherscht　werden，　die　potentielle　natUrliche　Vegetation　in　den　Alluvialniederungen

mit　machtigem　Bodenpro丘1　und　ausgeglichenem　Wasserhaushalt　in　einem　Gebiet　von

durchschnittlich　etwa　lO－15　km　Breite　l蝕gs　der　K最ste．　Auf　Hageln　und　Plateaus　und　an

Oberh盗ngen，　wo　der　Bo（len　geringm註chtig　und　ziemlich　trocken　ist，　bildet　ein　von　Cα5一

纏（ψ∫ゴ56卿24磁var．∫ゴ860燃beherrschterWald，　das　Ardisio－Castanopsie毛um

sieboldii，　die　potentielle　nat貸rliche　Vegetation．　Die　Binaenland－W註lder　bestehen　aus

Quercetum　myrsinaefoliae，　Lasiantho－Quercetum　gnvae　u．　a，　in

denen　Arten　wie　Q麗θ2一α‘5”安yr5∫アzα（4b磁，　Q．α6班α，　Q．5読6fノ～αund　Q．　g蜘αvorherrschen．

Die　hauptsまchliche　potentielle　豆a臓rliche　Vegetation　in　Japan　ist　also　der　immergr甑e
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La銭bwald．　Dieser　Lorbeerwaid　hat茸ber　mehrere　tausend　Jahfe　hin　in　harmonischer　Weise

und　dem　Menschen　zusammen　existier亀．　Neuerdings　haben　Gelehrte　verschiedener　Diszi－

plinen　als　neue　Theorie　formu玉iert，　die　lapanische　Kultur　wurzele　im　Lorbeerwald．　Deshalb

塾ennen　wir　ullsere無eugeschaf［enen　immergrUne塗しaubwalder　als　Heimatwalder．

　　　Be玉m　gegenwartigen　S毛and　der　Umwelt－Bewertullgstech捻iken　werden　eRtweder　physi－

kalische　oder　chemische，　jedenfalls撫r　Einzelfaktoren　in　begrenzter　Zeit　und　in　begrenztem

Raum　analysiert．　Der　Heima柳ald　mit　seinen　einheim圭schen　Arten　spielt　auch　die　Rolle

einer“lebenden　Alamanlage”，　welche一・en毛sprechend　den　Sta登dards　und　den　Mechenisme亘

der　lebenden　Welt－integrierend　den　qualitative難Wechsel圭n　seinem　Lebensraum　signalisiert．

　　　Ferner　ist　das“lebende　Fiker”dort無6tlg，　wQ　in　groBem　MaBstabe　nicht－biologische

Struk加ren　wie　Fabrlken　und　WerkstatteR　i登der　Nahe　von　Wohngeb1eten　Iiegen．　Das

“grane　Filter”，　der　immergr廿ne　Heimatwald，　w巷rde　eine　la澄gfristige，　gesunde　Koexistenz

von　Industrleanlagen疑nd　Wohngemeinden　sichem．　Die　Umweltschutzw吾lder　rings　um

Betriebs－und　Fertigungsanlagen，　wo　allen　m6911chen　ImmissioneR　ordnungsgem論vorgel）eugt

worden　ist，　haben　mit　Sicherheit　umfassende　bioiogische　UmweitschUtz－Funktionen　w圭e

Larmminderu総g，　Staubbindung，　Luft－und　Wasserreinigung　und　bieten　dem　Menschen　einen

beSSeren　LebenSraUm．

　　　Der　Umwekschutzwald　sorgt　f損r　eine　beruhigende　grURe　Umgebung塗icht　nur魚r　die

Anwoh登er，　sondern　auch　f廿r　die圭n　den　Fabriken　und　Laboratorien　Arbeitenden　und　ihre

Familien．　Die　seit　Jahrtausenden　bestehende　Kulturlandschaft，　die　f廿r　Besucher　so　a織ziehend

und　eindrucksvoll　zu　sein　pHegt，　dUrfte　auf　der　harmonischen　Verbindung　von　Wirkraum

der　Menschen　und　naturnahem　Waid　aus　ei曲eimischen　Arten　ber曲en，

　　　　Die　Haup宅arten　des　immergr銭nen　Laubwaids，　z．　B．　Cα5‘απoρ∫ゴ56π宴）ガ4認αvar．3勧。♂4麗，

P67－58α彦伽7z∂6プgぽぬnd　Q配κ麗5（qy6♂06αZα72（4）5ぎ∫）sppりwerden　gew6hnlich廿ber　20　m　hoch　und

mehrere　hundert　Jahre　alt．　Man　muB　wissen，　daB　die　Wurzeln　dieser　Baume　auch　tief　in

denτJntergrund　hineinwachsen．　Es　ist　daher　schwier呈g，　solche　Baume　zu　verp且arlzen；die

Gart鍛er　haben　es　de簾n　auch　vermieden，　sich　m呈t　ihnen　zu　befassen；haben　die　Ar£en　des

einhelmischen　Waldes　ledoch　erst　ei無mal　Wurzel　geschlagen，　so　ist　ihr　gutes　Gedeihen

nicht　gesichert．　Tiefwurzelnde　Baume慧berstehen　Gefahren　wie　Taifune　und　Erdbebea．

　　　　Wenn　der　Umweltschu重zwald　in　Industriekomplexen，　Stadten　uRd　Verkehrseinrichtungen

und　um　sie　herum　geschafle難werde登soi1，　mUssen　die　6kologischen　Beobacht脇gen難atur一

箆aher　Walder瓢d　die　paanze登sozioiogischen　Untersuchungen　in　den　in　Frage　stehenden

Gebieten　und　ihrer　Nachbarschaft　grUndlich　durchgef簸hrt　werden．　Auf　der　Basis　solcher

umfasse薙der　monographischer　Studien　sollte　der　Gesa醸plan　formuliert　werden；und　auch
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die　einzelnen　Vorschl吾ge　und　p丑anzensoziologischen　Anweisungen　sollten　vor　Beginn　der

DurchfUhrung　ausgearbeite亀sei塗．　Das　ist　der　SchlUssel　zur　erfolgreichen　Schaffung　von

Heimatw互ldern．　Ohne　diese　vorherigen　Arbeitsschritte　kann　der　Erfolg　nicht　garantiert

werden，

　　　　Im　Falle　von　Hondas　Heimatwヨldern　haben　sich　die　B註ume　so　stetig　und　kraftig　ent－

wicklelt，　da8　es　ka疑m　zu　erkennen　ist，　daB　es　n玉cht　ei無nat藤rlicher，　sorldern　ein‘‘k菰nstlicher”

Wald　ist（Fig．26，45，48）．　Die　Scha妊ung　vo亘Umweltschutzwaldern，　die　stetig　wachsen　und

im　Laufe　der　Zeit　lhre　vielseidgen　Wirkungen　entfalten，　ist　ledoch　nicht　das　Produkt　eines

glUcklichen　Zufalls．

　　　　GrURdliche　Feldstudien　wurden　nicht　nur　innerhalb　der　zukUnftigen　Wald飴chen　vorge－

nommen，　sondern　auch　in　der　weiteren　Umgebung，　dies　in　Z疑sammenarbeit　mi毛Mitgliedern

des　Honda　Native　Fores£Prolekt　Team　von　der　Zentrale，　von　Fabriken　und　Forschungsla－

boratorien．　Die　Ergebnisse　solch　detaillerter　u簸d　grUndlicher　Vegetationsstudien　bildeteR

die　Basis　fUr　die　Realisierung　des　Plans．

　　　　Von　der　zweiten　H琶1fte　der　sechziger　Jahre　angaben　in　Japan　einige　fQrtschrittliche

Regierungsbeh6rden，　Pr琶fekturen，　Stadtverwaltungen　und（zuerst　nur）eine　lapanische　Sied－

1ungsgesellschaft　Vegetationsstudien　und　gro8ma13stabige　Vegetationskarten　in　Auftrag

（Miyawaki　u．　a．，1968－！979）．　Diese　p且anzensoziologische登Monographien　habe籍hohe

internationale　Anerkennung　gefunden（Charlotte　Ellenberg　1977，　Schwabe　l977，　R．　T茸xen

！977u．　s．　w。）．

　　　　Leider　ist　ledoch　die　Zahl　solcher　Projek£e　der　Schaffung　von　Umweltschutzw該ldern，　in

denen　die　Ergebnisse　solcher　Forschungen　u登d　Monographiell　genu£zt　wUrden，　recht　besch－

rankt　bisher．

　　　　Die　Heimatwald－Bewegung　von　Honda　Motor　ist　eines　der　wenlgen　Beispiele，　wo　die

Vegetations積bersichten　und－karten　direkt　fUr　die　Bildung　von　6kologisch　echten　Umwelt－

schutzwaldern　benUtzt　wurden，　dies　in　den　Ha疑ptbe£riebeR　der　Gesellschaft．

　　　　Der　vorliegende　Band，　Teil　II，　enthalt　den　zusamme簸fassenden　Bericht銭ber　die　Scha一

長ung　von（6kologisch　u無d）p丑anzensoziologisch　echten，　also　Heimat－Umweltschu毛zwaldern．

Er　dokumentiert　auch　die　6kologischen　Beobachtungen　der　Samlinge　und　Baume，　die　ab

！977alljahrlich　dem　Plan　gemaβan　den　Produktions－und　Forschungsstatten　gepflanzt　worden

sind．

　　　　Es　ist　sehr　zu　hoffen，　daB　dieser　Versuch，　den　Umweltschutzwald　zu　schaf正e無，　sich　als

Modellbeispiel　erweisen　wird，鍛icht　nur　fUr　andere　japanische　Unternehmen，　sondern　auch

f廿randere　Industrienationen　der　Erde．　Wlr　erwatell　von　der　japanischen　Regierung，　von
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6ffenthchen　Organisationen，　privaten　Gesellschaften　und　B哉rgern　zu　erkennen，　daβder　Ein－

schluB　von　Umweltschutzw銭ldern　bei　der　Planung　von　neuen　Fabriken，　Forschungslabora－

torien，　Industriezonen，　Verkehrseinrichtunge鷺und　Neuen　Stadten　deren　gesunde　und　erfolg－

reiche　Entwickllung　und　ihr　Gedeihen　in　der　Zukunft　sichern　wird．　Es　braucht　Zeit，　wenn

‘‘撃?Ｃ?ｎｄｉｇｅ　BaustofEe”beteiligt　sind．　Dies　BUchlein　stellt　vor，　was　einige　innovationsfreudige

GrupPen　in　Japan　ausgefuhrt　haben，　so　daB　ihre　Leistungen　einem　weiteren　Kreise　bekannt

und　von　den　f慧hrenden　Pers6nlichkeiten　der　Gesellschaft　verstanden　werde恥m6gen．　Wir

hoffen　aufrichtig，　daB　die　Schaffung　und　Entwicklung　des　neuen　Lebensraumes　fUr　derl

Menschen　so　bald　als　m691ich　Uber　das　ganze　Land　hin　verwirklicht　wird．
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